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令和２年度 

第２回高畠町景況調査結果 
（令和２年７月１日基準） 

 

高畠町商工観光課 

たかっき     はたっき 

高畠町公式マスコットキャラクター 



 
１．調査概要及び回収結果 
 
１．調査の目的   新型コロナウイルス感染症の流行により経済活動に深刻な影響が生じていること  
           から、町内事業所の景気動向及び支援制度の活用状況を把握するための調査を    
           緊急で実施し、結果を参考としながら経営支援のための方策を検討するもの。  
            
 
２．実施主体    高畠町、高畠町商工会  
 
３．調査設計   （１）標   本   数：町内事業所（個人事業主も含む）１７７事業所  
 
           （２）調査方法：調査票の配布（郵送法）、回収（ＦＡＸ及び持参）  
 
           （３）調査期間：令和２年６月３０日～令和２年７月６日  
 
           （４）基   準   日：令和２年７月１日  
 
４．回収結果   ９２事業所（回収率５２．０％） ※  前回：６３．５％  
 
５．採用指標   「景気動向指数Ｄ .Ｉ .（ディフュージョン・インデックス）」を採用  
            実数値の上昇率を表すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを表す。 
            本調査では、「増加（良い・上昇・過剰等）」と回答した事業所数の構成比から、「減少（悪い・   
            低下・不足等）」と回答した事業所数の構成比を差し引いた値で算出している。 
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＜回答事業所内訳＞ 
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製造業 
48% 非製造業 

52% 

製造業非製造業別 

１．食料品・飲料 

12% 

２．繊維・衣服 

2% 

３．木材・木製品 

1% 

５．窯業・土石 

0% 

６．印刷・同関連 
3% 

７．金属製品 

14% 

８．一般

機械 

7% 

10．その

他製造

業 
8% 

11．建設業 

25% 

12．卸売業 

2% 

13．小売業 

13% 

14．飲食業 

1% 

15．宿泊業 

1% 

18．その他

サービス業 

9% 

業種別 
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     ２．各設問のデータ比較 
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前期（令和元年１２月～令和２年４月） 今期（令和２年５月～令和２年６月） 来期予測（令和２年７月～令和２年１２月） 

■良い  ■普通  ■悪い  ■無回答               （単位 ％） 



３．Ｄ.Ｉ.から見た景気予測 

４．新型コロナウイルス関連支援制度の活用状況 

実施済み 
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検討中 
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実施予定

なし  
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各種融資制度 
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検討中 

26% 

(23社) 

実施予定

なし 

34% 

(31社) 

持続化給付金 

実施済み 

32% 

(29社) 

検討中 
18% 

(17社) 

実施予定

なし 

50% 

(46社) 

雇用調整助成金 
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№
調査項目

H21

4月～6月

H21

7月～11月

H21.12～

H22.5月

H22

6月～12月

H22.12～

H23.5月期

Ｈ23.6～

11月期

Ｈ23.12～

H24.5月期

H24.6～

11月期

H24.12～

H25.5月期

H25.6～

11月期

H25.12～

H26.5月期

H26.6～

26.11月期

H26.12～

H27.5月期

H27.6～

27.11月期

H27.12～

H28.5月期

H28.6～

28.11月期

H28.12～

H29.5月期

H29.6～

29.11月期

H29.12～

H30.5月期

H30.6～

30.11月期

H30.12～

R1.5月期

R1.6～

11月期

R1.12～

R2.4月期

R2.5～

R2.6月期

実績

R2.7～

R2.12月期

予測

1
業況

「良い」－「悪い」の指数 ▲ 70.1 ▲ 51.4 ▲ 42.1 ▲ 41.3 ▲ 52.8 ▲ 12.7 ▲ 20.5 ▲ 30.3 ▲ 38.8 ▲ 7.7 ▲ 6.8 ▲ 5.5 ▲ 6.2 0.0 ▲ 20.2 ▲ 15.0 ▲ 9.4 1.8 ▲ 9.0 ▲ 11.5 ▲ 23.1 ▲ 27.7 ▲ 47.8 ▲ 71.7 ▲ 70.7

3
生産・売上

「増加」－「減少」の指数 ▲ 70.1 ▲ 48.6 ▲ 31.9 ▲ 14.3 ▲ 40.3 ▲ 3.2 ▲ 8.2 ▲ 25.0 ▲ 33.7 2.9 1.9 0.0 ▲ 6.2 ▲ 4.6 ▲ 21.0 ▲ 19.5 ▲ 6.8 0.9 ▲ 7.3 ▲ 6.7 ▲ 23.9 ▲ 33.0 ▲ 50.4 ▲ 75.0 ▲ 66.3

8
資金繰り

「好転」－「悪化」の指数 ▲ 50.6 ▲ 40.3 ▲ 23.2 ▲ 23.8 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ▲ 20.5 ▲ 22.4 ▲ 31.6 ▲ 12.5 ▲ 8.7 ▲ 5.5 0.0 ▲ 7.4 ▲ 10.5 ▲ 8.0 ▲ 11.1 ▲ 8.8 ▲ 4.6 ▲ 9.6 ▲ 8.5 ▲ 16.1 ▲ 37.2 ▲ 39.1 ▲ 43.5

雇用調整助成金申請済み
事業者（２９社）のうち 

社会保険労務士への業務
委託を行った事業所数  

            ９社    

 

委託率     ３１．０％ 



 
 

 

   ５．景気動向（概要） 

町内事業所の業況は、新型コロナウイルス感染症の影響により幅
広い業種で顕著に売上が減少したことで急落し、調査開始以来最
低の水準まで落ち込んでいる。 

（１）     今期の景気動向について、「業況」は前期（▲47.8）から23.9ポイント減の
▲71.7、「生産・売上」は前期（▲50.4）から24.6ポイント減の▲75.0となり、 
調査開始以来最低を記録した。「資金繰り」も回答者の40％以上が「悪い」 
としており、リーマンショック直後の平成21年度に迫る厳しい水準となった。 
 
   来期の予測について、 生産・売上は今期から若干の回復を見込むが、 
厳しい経営環境が続くことで資金繰りは悪化すると見込まれている。 
  景気の回復を期待する動きは小さく、業況は今期並みの低水準になると 
予測されている。感染終息の見通しが立たない中で、景気の悪化が長期間 
に及ぶと考えている事業者が多いとみられる。 

（２）   

6 



7 

 
   ６．事業所・業界の動向、要望事項 

1  高畠町独自の給付金拡大 

2  コロナ禍で厳しい状況にあるなかで、より多くの声を聞いて独自の支援等を継続して検討いただきたい。 

3  賃貸側への支援 
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 従業員の給与保障支援はありますが、代表役員家族の保障がなく給料未払生活に影響が出る。借入はしたもののいつま  
 で続くのか不安だ。 


